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活動・振り返りを通して、今回考えた “問い”
Q. 時間をどのように使ったか?
Q. どのような作戦を立てたか? うまくいかないときどう対処したか?
Q．各メンバーがどのような働きをしたか?(役割分担・行動・声掛け)
Q. 自分たちのチームの強み・弱み(改善点)は?
Q. “良いチーム”とは、どのようなものか?

マシュマロ・チャレンジ
～チームで協力して、高い塔をつくろう～

本日の総探は校外学習の１日前…
というわけで、今回は「チームビルディング」をテーマに、「マシュマロ・チャレンジ」を実施しました。
ただ活動するだけではなく、活動後に振り返り、「チームとして協働するためにはどうするべきか?」を
考えるところまでが「探究的な学び」です。
各班盛り上がりつつ、話し合いまでしっかりと行っていました。

「マシュマロ・チャレンジ」とは…
パスタ・紐・テープ・マシュマロ・はさみを使用して、
自立する高い塔をつくる。

【準備】
乾燥パスタ(20)、マスキングテープ(90cm)、紐(90cm)、
マシュマロ(1)、はさみ(1)
【ルール】
・作戦タイムも含めて15分間(2回目は10分間)で行う。
・自立可能でできるだけ高いタワーを立て、タワーの上にマシュマロを

置く。(パスタに刺してもOK／マシュマロを切るのはNG)
・どのアイテムもテープで机に固定するのはNG。
・パスタ・テープ・紐は切り貼りしてOK。
・すべての班の計測が終わるまで、タワーが立っている必要あり。

アイデアを出し合い、
チームで協働する!

１回戦
(15min)

振り返り
(10min)

２回戦
(10min)

振り返り
(10min)

振り返りを挟みながら、“よりよいチーム”を目指す!

活動を終えて･･･和国生の出した答えは?
Q. “良いチーム”とは、どのようなものか?
A1．声かけをできて、明るい雰囲気のチーム。ネガティブな発言がなく、お互いをリスペクトできるチーム。
A2. 失敗を恐れず、七転八起でチャレンジできる。失敗したり、ミスしたりした人を責めたり邪険にしない。
A3. ともに支えあえたり、意見を出し合える雰囲気を作れるチーム。
A4. 役割が明確なチーム。誰が何をするかが曖昧だと、遠慮や押しつけが生まれてしまう。
A5. 互いを尊重しあって真剣になって、グループのことを考えられるチーム。


